
平成２４年度岩手県工業用水道事業会計決算概要 

岩手県企業局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 工業用水の供給状況 

         年度 

区分 

平成２４年度 

（A） 

平成２３年度 

（B） 

比     較   

増減量（A―B） 増減率（A-B）/B 

調 定 水 量 １５,７１９千㎥ １５,６２７千㎥ ９２千㎥ ０.６％ 

※調定水量 ＝ 契約水量 ＋ 超過水量 ― 料金を免除した水量 

○ 北上工業団地及び岩手中部（金ケ崎）工業団地の１８事業所の契約水量は、前年度がうるう年であったことに

より、４２千㎥（△０.３％)減り、１５,３４１千㎥となりました。（日量４２,０３１㎥） 

○ 超過水量は、前年度と比較して８４千㎥（２６.３％）増え、４０３千㎥となりました。 

○ 調定水量は、前年度と比較して９２千㎥（０.６％）増え、１５,７１９千㎥となりました。 

２ 収益の状況 

○ 収益は、震災対応等に係る事業外収益が減った（△８,０９６千円）ものの、超過料金の増（７,６２８千円）

などにより、収益全体で前年度並みの９億７４百万円余となりました。 

３ 費用の状況 

○ 経常費用は、入畑ダム共同施設の一部有償譲渡等に伴う減価償却費の減（△６８,５０４千円）及び修繕費 

（△４５,３４３千円）、委託費（△１９,７４１千円）の減などにより、経常費用全体で１億３３百万円余 

（△１５.８％）減り、７億６百万円余となりました。 

○ また、入畑ダム共同施設の一部有償譲渡による固定資産売却損（△７９２,８６４千円）、第二北上中部

工業用水道電気設備更新工事等の固定資産除却損（△１００,５０１千円）により、特別損失を８億９３百

万円余計上したことから、費用全体では７億６０百万円余（９０．６％）増え、１５億９９百万円余とな

りました。 

 

◎ 収益は、前年度に比べ超過水量が増えたことなどによる給水収益及び受取利息の増並びに事業外収益の

減などにより、収益全体で前年度並みの９億74百万円余となりました。 

◎ 経常費用は、減価償却費、修繕費及び委託費等の減により、１億 33百万円余（△15.8％）減り、経常

費用全体で７億６百万円余となりました。 

◎ また、入畑ダム共同施設の一部有償譲渡による固定資産売却損等により、特別損失を８億 93百万円余

計上したことにより、費用全体では15億99百万円余となりました。 

◎ この結果、経常利益は前年度を１億33百万円余（99.0％）上回る、２億67百万円余となったものの、

純利益は、特別損失を計上したことにより、前年度を７億60百万円余下回る、△６億 25百万円余となり

ました。 

◎ 経営目標と比較すると、経常利益は１億46百万円の目標に対して、１億21百万円余上回りました。 

また、経常収支比率は118.0％の目標より19.8ポイント上回り、137.8％と目標を達成しました。 

  平成２４年度損益                             （単位：千円）税抜 

       年度 

科目 
平成２４年度 

（A） 

平成２３年度 

（B） 

比    較  

増減額 

（A―B） 

増減率 

（A-B）/B 

収    益 ９７４,１８８ ９７４,１０２ ８６ ０.０％ 

費 

 

用 

   経常費用 ７０６,６０５ ８３９,６１６ △１３３,０１１ △１５.８％ 

特別損失 ８９３,３６５ ０ ８９３,３６５ 皆増 

   計 １,５９９,９７０ ８３９,６１６ ７６０,３５４ ９０.６％ 

経常利益 ２６７,５８３ １３４,４８６ １３３,０９７ ９９.０％ 

純利益 △６２５,７８２ １３４,４８６ △７６０,２６８ △５６５.３％ 

経営目標に対する実績              （単位：千円、％）税抜 

 平成２４年度 平成２３年度 

経 営 目 標 
経常利益 １４６,０００ ４７,０００ 

経常収支比率 １１８.０ １０５.０ 

実 績 
経常利益 267,583（+121,583） 134,486（+87,486） 

経常収支比率 １３７.８（+19.8） １１６.０（+11.0） 

 


